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本 部 登 録 番 号 177-0686 サ ー ク ル 結 成 年 月

プロジェクタカメカメソナーズ

発表のセールスポイント

大人数でも現地現物に拘った活動で、

職場作業を改善し、メンバーの安心・安全の

実現とOneTeamを達成した事例です。

こんにちは。トヨタ自動車株式会社、東富士研究所、カメカメソナーズサークルの太田です。

テーマ フロントカメラ評価ブラケット取り外し時のヒヤリハット撲滅

～現地現物にこだわったOne Teamを目指す～ について発表します。

会社紹介

トヨタ自動車は愛知県豊田市に本社を置き、自動車の製造・開発を行っています。私達の拠点である

東富士研究所は静岡県裾野市にあり、交通事故死者数ゼロ究極の目標を達成する為、安心・安全を

サポートする予防安全技術や自動運転、次世代モビリティーなど、魅力あるクルマの開発拠点です。

職場紹介

私の職場では、人や車両を検知し衝突被害軽減ブレーキや後方視界支援、障害物警報といった

自動ブレーキやぶつからない車を目指し、予防安全技術のカメラ・センサ開発を担当。

サークル紹介

センサ毎の開発から車両トータルでスピーディーな開発へ変える為、

チーム単位の活動を組単位へと変え、新たなサークルを発足。
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サークル名は、3チームを合わせカメカメソナーズと命名。

目指す姿は、現地・現物を基本とし大人数・コロナ過でも

連携のとれた活気あるサークルにする為、

①現地現物で事実を捉え、解析できる力を上げ改善

②チーム間で連携を取り、全員で活躍できる活動とし、

サークルのモットーを「現地現物にこだわったOne Teamを目指す」

としました。

サークルレベルはギリギリB。レベルアップを目指し、X軸の知識・技能と

Y軸のチームワークの向上を図りたいですが、個々を見ると

知識・技能は若手が低く、チームワークは全体的に低いです。

意見を聞くと、若手からは「担当外のセンサが理解できない」、

中堅からは、「人が多く言いたいことが言いづらい・コロナ禍で全員が

集まれない」といった意見。

この課題解決の為、活動の仕掛けを決めました。

活動の仕掛けは、①デジタルツールの活用。

現地現物をリモート会合や録画映像で置き換え、1つの現象を、

現地とリモートに分かれ全員で確認。

スロー再生やズームで繰り返し、現地現物以上の解析を行う事で、

他チームのセンサを理解し、若手の知識・技能のレベルアップを

図ります。

②各チーム混成の少人数グループ化で、意見が言いやすく、

役割と責任感を持ち行動できるようにし、グループ同士

連携し合うことで、チームワークのレベルアップを図ります。

2つの活動で人数が多い中でもOne Teamを目指します。

テーマ選定

職場作業の改善を方針に、作業の問題・課題を洗い出し評価。

井田君から「ブラケット脱着時にヒヤリが多いです」と意見。

志津さんから「同作業の姿勢が辛い」との声にベテランメンバーも賛同。

サークルの成長とし録画機能で現地現物以上の解析を若手と行い

解析力を磨く為、「フロントカメラ評価ブラケット脱着作業時に

ヒヤリが多い」に決定。

フロントカメラの構成は、フロントガラスに固定するブラケット、

人・車・車線を検知するフロントカメラ、お客様の怪我を防止する

意匠カバーからなり、ルームミラーの裏に搭載。

走行中に歩行者や車を検知し、自動ブレーキによるぶつからないや、

車間距離の検知により一定の距離で追従。

また白線検知による、はみ出さないをサポートします。

フロントカメラ評価では、各国の高温環境や低温環境にて

カメラに悪影響を及ぼすことがある為、評価を実施。

高温環境では高温による破損を防ぐ為、カメラ機能を未然に停止。

低温環境ではフロントガラスに曇りが発生し、人の目と同じように

道路状況が見えなくなる為、熱線で曇りを防止。

カメラが適切に作動し、お客様が安心・安全に運転できる

センサ開発が私達の使命。

私達の業務では、フロントカメラやブラケット、カバーに様々な対策を

行い評価を実施する為、フロントカメラの脱着作業が発生。

準備の際、正規の両面テープにて、フロントガラスにフロントカメラを

取り付け。高温・低温の環境を模擬した評価実施後、

ワイヤーを使用しフロントカメラの取り外しを月9回実施。

問題の明確化

変化点として人や車両の検知範囲拡大の為、次世代品は

カメラサイズが大型化。ヒヤリ件数を比較すると現行品では

ヒヤリ件数1件。次世代品ではヒヤリ件数は12件と増加しました。

現状把握

藤本グループをリーダーに、12件のヒヤリを層別。

カメラ取り外し工程、カメラブラケット取り外し作業の両面テープ

切り取り時に腕をぶつけるヒヤリが8件発生。ケガのリスクを考え、

重点思考でまずはヒヤリ件数の多い物から取り組むことに決定。



作業プロセスを確認すると両面テープ下部切り取り作業時、

腕をぶつけるヒヤリ発生。

現状の作業を確認する為、藤本グループが現地の映像を映し、

リモート会合にて全員で現地現物を共有。ワイヤーを使用し、

両面テープを切り取りますが、テープの切り終わりが見えない為、

下部の切り取りを慎重に行うが、腕をぶつけるヒヤリが発生。

開発車両にはバリや突起があり、緩衝材での保護を行うが早急に

対策が必要。

改善手順の選定

改善手順を選定し、問題解決型に決定。

目標設定

両面テープ下部切り取り作業時、腕をぶつけるヒヤリ8件を

2021年8月末までに0件にする。メンバーにケガをさせない為、

9月の開発ピークまでに早急な対策が必要。

活動計画は、若手の知識・技能とチームワーク向上の為、

このように作成。

現状把握と要因解析は解析力の高い 藤本グループ、

対策検討はアイデアマンの多い 坂口グループ、

対策品製作はモノづくりが得意な 川口グループとし、

ステップ毎にリーダーグループを決め、他グループはサポートを行います。

要因解析

藤本グループをリーダーに両面テープ下部切り取り作業時、

腕をぶつけるヒヤリ発生について特性要因図を用い解析。

主要因を①作業者が直接力をかけている ②粘着幅が狭くなるとし、

調査。

要因調査

主要因①を調査。再度リモート会合を行い、作業を全員で確認。

現状は効率よく両面テープを切断する為、前のめりに体重を

かけており、両面テープの切断間際、下側に力が抜け車両部品に

身体をぶつけると判明。

真因①を腕でワイヤーを押し下げているとしました。

主要因②を調査。両面テープの形状を確認すると、現行品幅8㎜

に対し、次世代品は23㎜から末端部のみ10㎜に変化。

評価では両面テープの幅、形状が変更不可。切り取り力を確認すると

現行品は20Nに対し,次世代品は最大120Nと6倍の力が必要。

更に、両面テープの形状が変化する位置で70Nの落差が発生し、

腕を止められないと判明。真因②を力の落差が大きく、作業者が

反応できず腕をぶつけるとしました。

対策立案

坂口グループをリーダーに対策の方向付けを

①腕を使わず間接的にワイヤーを押し下げる

②力の落差がなく一定の力をかけるとし、

方策展開型マトリクス図を用い評価。

対策を、①巻き取り方式 ②ギア比増幅方式に決定し

障害予測を元に、対策検討を実施。

①巻き取り方式の力の掛かり方が悪いとブラケットが破損するでは、

片側から巻き取る機構にすると巻き取る力120Nが片側に集中し、

弱いブラケット中央が破損する恐れがあるとの意見。

両側から巻き取れば、均等に力が掛かるとの意見から検証すると、

破損なく巻き取り可能な為、巻き取り方式を両側から巻き取るに

決定。

増井さんから、腕を上げる時間が変わらず辛いままではとの意見。

なぜ時間が変わらないか、カットガラスや透明な両面テープを使い

作業を検証。録画機能で、現象を繰り返し確認すると切断距離が

100㎜あり、切る距離が長いと判明。さらに解析すると、両面テープの

切り始めがのこぎりの切り始めの様に、角から始まると気付いた

他グループの川口さんが対策に活かせないかと意見。

着想を得た土井さんから、ワイヤーをクロスさせると下側も

角から切り込め、切断距離が半分になると気づき、確認すると

ワイヤーをクロスすることで４ヶ所全ての角から切り込みが可能となり

作業時間を半分に低減。



次に②ギア比増幅方式を検討。回す力が大きく手が辛いに対し、

蛇口を回す力なら楽に作業可能ではとの意見。

調査すると約20Nの力だと分かり、回す力を20N以下とし検討。

折戸君から自転車のギア比を活用してはとの意見。

しかし、力は小さいがサイズが大きくなる為、コンパクトなギア構造が

必要。

小型化に悩んでいると、自動車構造のプロ下田TLから

トランスミッションのプラネタリギア構造なら小型化できると閃き。

特徴として、①大きなトルクを伝達可能

②同軸上に配置でき小型化可能と、目標を満足する為、採用。

サンギアを回すとピニオンギアが回り力を増幅します。

治具の固定方法を検討。

耐荷重200Nと取り外しに必要な力120Nに対応できる、

強力吸盤でフロントガラスへ取り付けるに決定。

更に、折戸くんからブラケットの落下防止を取り付けると

より安全に作業できるのでは！との意見から、落下防止方法を検討。

マネークリップのようにブラケットを掴む案と釣り針のかえしのように、

抜けを防止する案に決定し、このような落下防止で安全を確保。

対策実施

川口グループをリーダーに製作実施。

巻き取り方式とギア比増幅方式は、リングギアとボビンを3Dプリンタで

ピニオンギアとサンギアはステンレスにて製作。構造はダイヤルと

連結したサンギアが回り、同時に3つのピニオンギアが公転。

ピニオンギアに連結した糸付きボビンが回り、巻き取り機構が完成。

操作力20Nで、誰でも楽に作業可能。

パーツを合体させる為、石川君と川口さんを中心に、3D図面作成。

3D図面作成方法の勉強会を実施すると、工作のプロ近藤TLから

今の形状だと角に応力が集中し、120Nに耐えられないぞ！

とアドバイス。形状を変え、３Dプリンタで耐久力のあるABS樹脂にて、

パーツを製作し組み付け。

完成した対策品、巻き取り屋のお巻きがこちらです。 対策使用方法

①ブラケットを落下防止で挟み込み、強力吸盤を使用して

フロントガラスへ取り付け。

②ブラケットの周りに両面テープを切り取るワイヤーを取り付け。

③少ない力でワイヤーを巻き取り縮め、簡単に両面テープを切り取り。

切り終わりでブラケットが落下せず、安全に取り外すことが可能。

④吸盤に空気を入れることで、簡単に取り外し可能。

効果確認

両面テープ下部切り取り作業時、腕をぶつけるヒヤリ8件を0件にし、

目標達成。

不随効果として頭をぶつける、ブラケットが顔に当たるヒヤリも撲滅し、

12件全てのヒヤリを撲滅。

作業中の腕の辛さも撲滅でき、女性メンバーの不満も解消。

無形効果では、現地現物にこだわった活動実施により、

OneTeamとなり、若手の知識・技能向上とチームワークが向上し

サークルレベルはAランク手前まで向上、Aランクを目指し、

改善を行います。

標準化と管理の定着

この様に標準化を行い、安全性と破損防止の為、

各部品の点検を実施し、管理の定着を行います。

反省と今後の進め方

良かった点はデジタルツールで、現地現物の現象を全員で

確認・解析を行い、職場作業を改善できました。

悪かった点では、各グループのリーダー不在時、意見がまとまらず、

時間を要した為、改善しレベルアップを目指します。

以上で発表を終わります。


